
２ペ

用値

該当

チェ

れて

強度の

あった

を記入

ださい

ページ①を参

値を転記して

当する欄に

ックを入

てください。 

６ペー

の修正の

た階のみ

入してく

い。 

参照して診断

てください。

 

 

 

 

ージ⑥のコア

断採

 

２

推

記

の圧縮強度試

４

（

ページ②を

推定強度（修

記してくださ

試験票の右上

ページ⑤を

（修正後）を

を参照して

正前）を転

い。 

１ 

上の番号及び

参照して推定

転記してくだ

び日付を転記

定強度

ださい。

３ページ③

転記してく

記してくださ

③を参照して

ださい。 

さい。 

Isoを

３ページ④

Is(X)及び

してくださ

④を参照して

Is(Y)を転記

さい。

 

て

記



 

耐震診断結果報告告書から判定定報告書を探

 

 

 

探してくださ

２ 

 

 

 

②推定強

1ページ

ください

さい。 

強度（修正前

ジの調書の推

い。 

①診

1ペ

用値

さい

前） 

推定強度（修

診断採用値 

ページの調書

値欄に転記し

い。 

修正前）欄に

の診断採

してくだ

転記して

 



③Iso 

1ページの

に転記し

の調書のIso

てください

３ 

 

o欄

。 

 

 

 

 

④Is(X)及

1 ページ

及びIs(Y

ください

判

及び Is(Y) 

ジの調書の Is

Y)欄に転記

い。 

判定報告書抜

s(X)

して

抜粋 



 

5 ページ

い。（誤数

 ※下表

  （比

4
5
6
1
2
3
7

階数 N

1階

2階

のコアの圧縮

数値）

表は 6 ページ

比較検証報告

4 10通り
5 8通り
6 6通り
1 8通り
2 7通り
3 4通り
7 4通り－A

O 採取位置

 

 

 

 

 

縮強度試験の

印の数値が

ジのコアの圧

告書ファイル

圧縮強度
（N/mm2

27.5
19.8
16.4
13.6
13.6
12.2

A柱 12.7

置

の補正後圧縮

が誤算定され

縮強度試験の

の推定強度算

度 平均強度
2） （N/mm2

21.2

13.0

４ 

縮強度の数値

た数値 

の正しい数値

算定用シー

度 標準偏差
） （N/mm2）

2.85

0.35

⑤

正

平

標

推

※

 

 

 

 

 

耐震診断

圧縮強度

値が記載され

値で算定した

トを活用くだ

差 推定強度
） （N/mm2）

18.4

12.7

⑤推定強度

（１階計算例

正しい数値で

平均強度＝(

＝2

標準偏差※＝

＝2

推定強度＝2

   ＝1

   →1

※標準偏差の

「STDEVA」を

断結果報告書

度の結果」を

れていること

たもの 

ださい） 

診断採用値
（N/mm2）

17.6

12.7

（修正後） 

例：コンクリ

で平均強度等

(27.5+19.8+

21．2 

＝5．69/2 

2．85 

21．2－2．8

8．35 

8．4 

のエクセルの

を使用してく

書から「コン

を探してくだ

とを確認して

 

値
）

リートコアが

等を算出しま

+16.4)/3 

85 

の関数は 

ください。 

ンクリート

ださい。 

てくださ

が３本の場合

ます。 

 

合）



 

５ 

この場合

います。

で正しい

 

合、３つの数

。6ページの

い数値を確認

数値が誤算定

コアの圧縮試

認してくださ

定されて

試験強度

さい。 

 



⑥試験

この番

ださ

験成績書番号

番号及び日付

い。 

号 

付を調書に転転記してく

 

６ 

5 ページ

い数値を

を 4 ペー

 

 

ジのコアの圧

を確認してく

ージで使用し

 

圧縮試験強度

ください。こ

します。 

度の正し

この数値

 


